


文序

払田柵跡の昭和50年度の発掘調査は，第 4次発掘調査から第 8次発掘調査まで行なわれ，木

簡の発見によれおおよその創建年代を推測する手がかりが得られるなど，多大な成果をおさ

めることができました。

ここにその概要を刊行するにあたって，御指導，御鞭擦を賜わっている，顧問の諸先生・文

化庁等の関係者各位に深甚の謝意を表するものでありますc

昭和 51年 3月 31日
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調査概要の作成にあたり次のとおり分担した。

第 4 船 木義勝

第 5次発掘調査 岳山

?匂i亨ず Eじ? i昌弘!

第 7次発掘調査 船木

8次発掘調査 小玉

つ この年報と現地説明 (γ } 畑違がある

ま

は，本年報の記述を正確なものとし

3 第 7次発掘調査の iやで，木簡に関する釈文および考察は，宮城県多賀城跡調資研究所平

川章氏に執筆をお頼いしたものである。記して司、L意を申し述べたいc

4 発掘調査および整理・概要作成にあたって顧問ヲ文化庁ー奈良国立文化財研究所，宮城

県多賀城跡調査研究所，東北歴史資料賠.秋田県立博物館，秋田城跡発掘調査事務所およ

び下記の方々からご指導と助言をたまわったので，記して感謝の意を表したし、c

イ山北町 大山喜八郎，後藤哲雄，後藤安司，竹村省吾，仙北町教育委員会 後藤千代松

後藤定雄，イ山北町公民館 嘉藤正彦，作業員 大河喜栄，茂木福太郎，原政雄，越後採

熊谷良治，後藤清治，森)11源之助， 11r田善之助，山田アイ，加藤長次郎，杉沢毅

明治大学生 田口都，法政大学生佐藤美智子，東海大学生山崎文幸，山形米沢盟大

学生茂木ふみ子，仙北町保育鼠黒沢和美.7ジオカカメラ 後藤良司土地所有者

森川虎之助， ~~七) 1I功，佐藤藤八郎，後藤清治

5 赤外線写真の撮影にあたぺて，秋田県警察本部刑事部鑑識課山谷和雄氏の御協力をし、た

だし、た円

6 木材材質鑑定にあたって，秋田県林業試験場成田喜久弥，田村竜男，武田英文各氏の御

協力をいただいた。

7 植物の鑑定にあたって，秋閏県果樹試検場鈴木宏氏の御協力をし、ただし、た。



iま じめに

国指定史跡「払田柵跡」は秋田県仙北部{UJ北町大字払田及び同郡千畑村本堂城廻にわたって

築造された大規模な古代の遺跡で、ありー昭和 5年10月文部省によって初めて発掘調査されまし

た。その際，遺跡の一部が発見されましたが，以後調査の機会を得ないまま今日に到っていま

近年県内各地で問場整備などの開発事業が進めちれており，当払田地域にも農村基盤総合整

備パイロット事業が計画され，昭和49年度には，その一部が着工されました。

秋田県教育委員会では，こうした開発事業に先行し，今後の史跡保存に資するため，昭和49

年度，現地に γ払田柵跡調査事務所」を設置し，第 1次 5カ年計画の初年度調査の実施をしま

しfこO

昭和:150年度には 5カ年計画の次年度調査を実施し，その結果，竪穴住居跡.外郭南門叫"

土拡等が発見され，特に「嘉洋二年正月一!一 1=1_jの年与すのある木簡が出土したことは，この遺跡;

の性格，年代究明の上に極めて有力な手がかりになるものと考えられますり

この発掘調査の成果の概要を本年報にまとめましたが，これが学術研究と並びに多くの遺跡

保存のための一回Jになれば、幸に存じますc

文末ではありますが「払田柵跡」の発掘調査にっし、ては，文化庁記念物課，奈良国立文化財

研究所ー調査顧問の秋大教授新野直吉，官j成県多賀城跡調査研究所長氏家和典.および昨年度

調査顧問で文化庁に栄転され，本年度顧問を退かれた文化庁調査官岡田茂弘の諸先生のご指導

古心から感謝申し上げ‘るとともに地元仙北町，同町教育委員会，千畑村及び同村教育委員会，

fI1l北平野土地改良事務所，土地所有者，作業員の各位からは一方ならぬご協力とご援助を賜り

ましたことに対しまして， )享くお礼申し i二げます。

H百平日 51与三 3月 31 日

秋田県払間柵跡調査事務所長

!喬
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E 調査の計画

昭和50年度の発掘調査は「払田村IfrWJ;発掘調査要項」に基づく，第 1次 5ケ 2年次

にあたる。さいわし、発掘調査費については秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総経費

800万円のうち国庫補助額400万円)を得たので，次のような「昭和50年度 払田柵跡発掘調査

(案)_jを立案した。

第1表発掘調査計額表

第 4次 外郭線北東地区 30m2 I 5 月 ~8 月 但し，国庫補助対象外事業

第 5(欠 真山西端部 1;32υ112 4 月 ~7 月

第 6次 外郭西門跡東部隣接地 330m2 9月

第 7次 外郭南門跡および隣接地 33071l 10月

合計 4 地区 !m01Jl 

このうち.第 4次発掘調査は文化庁の指示に基づき，千畑村と秋田県との委託調査として実

施した。当初予定のなかった第 8次発掘調査は， .i山北町が「町立歴史民俗資料館J を急謹建設

することになに 予備調査として実施したものであるの

第2表 発掘調査実 績 表

第 4?失 外郭線北東地区 11月 4 日~1l日

5次 真山西端部 1. 100m2 5 n 1 日 ~8 月 20 日

第 6次 外郭西門跡;東部隣接地 500m2 8月25日~日月30日

第 7次 外郭南門跡および北部隣接地 j 500m2 lO月 9 日 ~12.月 12 日

第 8次 真山南東端部 1751/1:' 9 月 23 日 ~10月 11 日

ぷ仁入I 三~1一 5地区: 2305nf 

なおラ年間を通して出土遺物・資料等の整理をおこな匂コた。

- 4 -
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盟第 4次発掘調

1 調 経過

ノI芹~ ， 
弟 4 目木80‘ 90番地，調査面積30nlC 9坪〉を発掘した。

イロツト事莱J の一環とする百白木集落内道路の拡幅

寸fァ.blz.・J-、 L ィザ.J-Iトーしr，w
じX. i~ :jコよしJ、別τ ノ'J\..rt~:ì vノ 出にともないラ昭和50年 6月17白

イ庁、亡のに
せ Vノ d ムU

いくTJ

き，秋田県{!lj北平野土地改良事務所，千畑村，秋田県教育庁

当事務所が千畑村との調査委託契約により実施したものである。

(昭和 5年)の報告書および地元関係者の意見等によれば¥外郭椋

のほぼ中央部R] • R K78付近を東西方向に走ると想定されたため，南北18mX 

1. 571lのトレンチを設定した。しかしながら，角材列を発見できなかったため，さらに北

側 67lI拡張したが確認できなかった。(第 2図ヲ図版 2. 3) 

発見遺犠

した遺構は，杭列 1，その他 2である。

(1) 器具 24

3を発見した。 なく安打ちこまれ (f壬20xNx 10cm) と忠、

bJ1る。 SA

と判断できなかった。

(2) 語文 25

とほぼ一致するため詳細に検討した結果，外郭総

も示すところであるが， S X25にともなう遺構と考える。

見られた。これは，

に近く，いく

γァ
も〉 で昭和10と土層の固くしまっ

まで{吏用さ l~ていたらし L 、。 あっている。古代に

おし、ても た!二であったのであろうか u

(3) nnv 
n-ι 

S X25の南側の

グライ化し

を掘削しでつくられた，南北rt約9.57Jlの「苗代J であった。このため，

える。この古代は昭和42，43年頃ーまで使用されたものらしく，昭

相149年に埋土して現状となったものである。

物

R ら，し、わゆる 和!片数点が見られたにすぎなヤ。

-- 7 -
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第 2図 第4次発掘調査発見遺構図

察

本調査地域内ではラ外郭線を発見することはできなかった。

外郭線の位置は，発J届区の北側iではなく南側に〆入ると思われる。

払田Hll}l組;の内:t-lIIl_j外仰いはラ i昭和 5fl三頃藤井東一氏のボーリング

RO  

5M 

と第 1次発掘

き線引きがなされたもので， u主1)に「払田ffllt跡実測平面図」

〔縮尺 3千分の 1)として掲載されている c 第 4次発掘調査は，これらの資料を基礎に実

:植したものであるがラ として外郭線 ることはできなかった。 従ってヲ内，タト

郭線の よびボ!)ン によって，再度確認すること

としてi'At包さ，hたことになる。

定 1 I二間三平 1938: r払 IflHH同~J 史跡;精査報告 第 3 (昭和13年)

お



第 5 次発掘調

1 調査経過

第 5 1111北町大字払 2， :3のし 4番地を対象とした。

1， 10011l (333珂りであるわ当地肢は.外郭西円から真山に向かつて汗面‘真山西穫のふところ

にあたる(第 3凶〉。その西側には，真山が中世に;堀田氏の館として利用された時の堀が現在

水田となりその跡を留めてし、る。本調査は仙北平野農村基盤総合整備パイロット事業にともな

う， ULi北町墓地公国予定地内の予備調査として実施されたの

を十字に掘り進め断面の ひ三 を見ながら拡張する

方針ですすめられた 5月 1日。 BM4より測量規準抗を移動， 3tnX3mのグリッドによる

発掘涯の設定を行った。 5月12日南北軸となる KP88~ L E88の表土剥ぎより開始。昭和42，

43年に当地域を町〔当時{山北村)が払田地区グランドに整地しているため，多量の土盛りがな

され，砕Z-が多く含まれ固められている。このためラ作業の難行が予想、された。 5月14日，層

{立を見るためタ KP88~95グリッド南側を IIJ 1 mにわたり深掘りしたむその結果，第 1層グラ

ンド整地による盛土の下には，整地以前の表土が残っており e 杉の枝，根，製材後のオガクズ 9

ゴミなどが散在していた。従って第 2層はグランド整地以前の表ごと(耕作土等〕にあたること

がわかった。地 111 と思われる黄白色粘土には現表面より 70~80C711で、達し，極僅少の土器片をそ

の泊卜から出土する。またKP93~94で表面下約5むCIll からけl30Cl1l前後の躍と小ピットが検出さ

れた。 5月19日ヲ KP85におし、て今径10cmの丸太杭 2本を 1組とする杭列が約 1m間隔に北東

に走るのを認めたが，後世の排水躍に伴う杭チIJであることがわかゥた。その後K令部~L

A94等を中心にして拡張した。その結果，調査|区中央部におヤて，前に発見してい

を確認した。さ九に ι月24日その東側に前者と並行する講を検出し，精査したところ，講中あ

るいはすぐ怯IJから径約30Clllのピット 4こを発見した。 4このピットは約 2.5m間隔にほ

に並ぶが電その年代号性格等を示す遺物はほとんど発見されなかった。こ

を行なし、， ?月 3日， 4日，中央部の残っていたグリッドをi也山まで掘り下げた。 KS89を中

心に小ピット群が発見されたが，遺物としては中世陶器鉢の破片数点の出土に止まった。 iJJ 

14日雨等で延びてし、た写真を撮り， ?月 16日遣 1)方を設定し， 23日まで平面，レ J 之/レ実測を行

った。その後慌を取り除き地山まで掘り下げたところ，ノトピットが若干検出された。

平面， レベノレ実測を行し、， 8月初日までに全作業を終え，調査を終了した。

9 
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/イ/τーァつ一つ第 3図第 5次発掘調査発見遺構及び周辺図

2 発見遺構 3・4図， 図版 4・5) 

本調査で検出した遺構は滞状遺構 L 小ピット群 Z，その他 2である c このうち古代に比定

し得る証拠を持った遺構は全くな L、c

① S014-S016 溝状遺構

し、づれも現表土下60C11lの第 4J雷黄褐色土層中に発見された慌である。 3つの諮とも東北から

南西に走り， rllはSD15が約20c7Il苛 14，16は約30-40C711，深さはし、づれも10-20c711である。 地

山である黄白色粘土層まで、掘り込まれていな L、。その壁も明確に識別できる程度のものではな

しやわらかL、。 SD15はSD14より枝分かれしたような形でー途中で消える。 S014は全長

約34mに達する。 SD16は全長19mであるが?その北東端ではわずかにふく hみを呈しー

や，その両側に小ピットが不規貝Ijにある。小ピット列がより古い。 S014~16まで，し、ずれ

も水の流れたような痕跡は認められなかった。

② SX19， 20小ピット群

KT89を中心とする SD14の東側，北東側 る窪20~30C711の円形の小ピット群は，何

のまとまりも見せなし、 (SX 19)。深さは20-30C1llで、ある。 Sx20も同憾である。

10 -
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第 5図 第 5次発掘調査出土遺物

出 土遺物(第6図，図版 9)

第 5次発掘調査では，調査面積の広い割には遺物の出土は僅少である η いわゆる須恵系土器

中世陶器，完器類似土器，砥石がある。土器は全て破片である。

須恵系土器 小さな破片のみで、ある。底部は全てJic~1転糸切りっぱなしで，再調整はな十日

色調は明褐色でもろい。

中世陶器 鉢の破片 2，完器質土器 1. 斐の体部破片数点である。斐の{本部破片には灰:袖

を方包したものも 2点ある G

鉢には揺鉢が 2点ある。 1はJff部破片でラ明かるい青灰色を呈し，底面径は12.8c71lを数える。

{本部は，やや上げ底ふうにハケ状工具で仕上げられた底から部厚く i在線的に外にはり出すよう

に立ち上が上服部下半で今やや内湾気味になるものである。内市は 5本 1単位の条が不定方

向に走る。この工具は巾1.5c71l前後で， 1本の条は rll1. 51/lJ/l，深さが1.07111/1前後である。 JJ台士に

は径 3~ 41111llの小石が混入する。全体に部厚く，硬く焼きしま')ている。 2は 1とは具な

鉢の仁i縁部破片である。僅かしか残ってし、なし、が，推定口縁径は，36cm前後で、あろう。

口縁部は直線的で， r-=l縁端もほぼ平らである。内面，口縁下車{-J4.5cmに， 4本以上の密接した

条痕がある。条の深さは1.5 11l1ll前後を有する。色調は~音青灰色を呈し，日台土には細かし、砂粒を

多く含み，表面がややザラザ、ラしている。良く焼きしまっている。 3はいわゆる

12 -



で口縁部破片のみの出土で、あるの口縁径は15C1ll前後を計る。1-1縁部は粘土紐の端を内側に折り

曲げ‘，ふくらみを持たせ，やや内湾する。内外面ともにていねし、な横方向のへラミガキが施さ

れ，黒色化しており 9 部分によっては銀色を呈する。全体に硬く焼きしまれ微細な砂粒，雲

母:等をわずかに含む3が良質の胎土で、ある。断面では，黄白色を呈する。

Eま石(第 6図，図版 9) 長さ， 11. 1c1ll， 巾約 3cm， 厚さ約 2Clllの緑色凝灰岩製の砥石が

1点出土している。 捺痕が表裏側面ともにあり，上部では主に横方向ラ中央では縦方向ラ下部

では左上から右下に走る。特に中央ではその擦痕でrll約 1C1llヲ長さ約 3.8cmにわたりややくぼ

んでいる。穿孔の痕跡はなし

繋

第 5次調査では古代に結びつけられ得る:遺構はなく多遺物もほとんどなかった。時期，性格

不明の権状遺構とピット群を検出したにすぎないが，向じような例は最近，秋田県内に於ける

中世末の館跡;と言われるものにもしばしば見られるようであることを指摘しておく。

/=l=¥土遺物は中世陶器と言われてし、るものの範障に入るものであし特に法百十|焼類似のもので

あることを付言しておく円

V第 S次発掘調査

1 調査超過

に
U

F
J
ヴ
Jv

p
f
 

f

パ i山北町払回:宇:早坂191，192番地 とした。当地域は外郭西内の東の内側に

あたミ。外郭西内に隣接する地域として何らかの建物ラ道路等が存在するか否かを目的として歩

約5001l[を発掘調査した什

調査はまず東西南北にグリッドを掘り進め，漸次拡張する形で行なったの 8)=J25日BM5よ

り淵畳某準枇を移動し，対象区全域にグ 1)、ソド杭を設置したc' 1司26日機材を運搬し作業テント

を建てた。 9)=J1日LE21より掘り始め 3mX3mのグリッドを LEラインに沿って西に進め

た。)爵位を見るために LE21グリッド南東隅に 1m X 1 mの試掘坑を入れた。その結果暗褐色

の表土は20---25mしかなく，その下は青灰色の砂層になりヲその下には青灰色の砂利

層となり，一時的にしろ)11床，あるいは氾般原となったH寺期のあったことを示唆した。 9月 2

日LE24グリットより北側にも掘り進めたところ耕作土の下はすぐ地山に達し，さらに縦横に

後世の暗渠が 1m間隔くらし、で走っていることがわかった。遺物のほとんどないのと相まって

13 



もとの地表面等がかなり削平されていることが予想

され，遺構の存在があやぶまれた。 9月 3日，調査

|豆ラ北西部で黒色土と黄白色の混じった第 lf

より須恵器蓋がほぼ 1{自体分出土した。つまみをと

にしてー土圧か何かで押しつぶされた形で、あった。

さらにまわりを精査したところ， 1 J立約 3.5mのほ

ぼ方形の土色の変化が見られた。 9月4， 5日，さ

らに精査した結果， 1辺約 3.5m，東辺にカマドを

持つ方形の竪穴住居跡で、あることが判明した。

8図 e 図版 7) 

住居跡の中はその廃絶後しばしば水がたまっていた

ようで，粘性が強く，明確に床面と断定できる面は

確認できなかったがラ焼土，炭化物の広がる面をも

てコて床とした。四周の壁は10C1ll前後残っていた。柱

穴は確認できなかった。 9 月 6 日 ~10 日まで、残ったグリッドを掘り下げ精査したが，北東部で

第 7図

性格9 時期不明の浅し、小さな土拡を 3ケ所確認しただけで句他には遺構も遺物もなかった。

9月11日全面を清掃し，写真撮影を行なった。 9月20日， S 127竪穴住居跡の精査を行なった

がラ柱穴の確実な発見はなかった。 9月22日再び住居跡の清掃をし写真撮影を行なった。 23，4 

1ミ1，遣り方を設定し，平面レベル実測を開始した。 9月301ゴヲ遣り方を撤去し，機材を運搬し，

を全て終了したむ

発見遺講(図版6) 

苛手ないし を呈し予 10，...，.， 20Clllの深さしかなくラ

6次調査で発見した遺構は竪穴住居跡 1，土拡 3にすぎない。 は 1辺 1~ 1.5 1犯の方

く不明のものである。

127竪穴告患跡(第7，昌国 e 図版7)

平面形長軸 3.7m，短軸 3.45mの隅丸方形を呈す。長軸方向は南東一北西である。床面は粘

性の強い土質とにあにそれほどしっかりしたものではないが，ほぼ平坦である。住居跡中央

やや東寄りを中心に焼土，灰，炭化物の平面的な分布が見られ，この面をして床面とした。主

柱穴は明確にはとらえられなかったが， 1m 1I障に各 1の計 4本と考えられる。各柱間は東辺だけ

は2.5m，他は 2.7~2‘ 8m である O 周溝はない。カマドは東辺北東隅より 0.5 ，...，.， 1. 4mの間に取

り付けられてし、る。現存部は粘土を積み上げて構築しており，底面中央に須恵器杯を 2個重ね，

逆さに置いてある。 c第 8図・図版 8)焚き口部，燃焼部しか残っていないが，カマド床面全

λ
吐



面に焼士，灰，木炭が1.，.....， 4 cmの厚さに堆積しており今中に白い骨片と思われるものも含んで

いる。主た， この層の下のi在積土にも灰，木炭を含んでいる。焼土ラ灰予木炭グト一部は恨IJ壁端

から辛円状に分布しており焚口部の位置が明瞭である。焚口部の北側に径20cIIl前後にわたり特

に木炭.灰の濃い分布の認められる箇所がある。北壁外側東辺つけ根よりタタキ自のある土師

器斐片が立てそえたような形である。この他住居跡床面中央やや東寄りに75cIIlX80C7I1の不正円

形の灰，木炭の広がりがある。カマド南側には平面形，長径75ClIl， 短径50cIIlの構円形の貯蔵穴

と思われるピットがあり，深さは住居跡床面より 20clIl前後である。ピット底面からタタキ自の

ある土師器斐の破片と木片が出土した。北辺中央寄りに長径70C1Il， 深さ20c/Ilのi楕円形ピットが

ある。炭化物，木炭が少量入っていたが，性格等は不明である。

- 15 



出土遺物(第 9[翠@図11&8， 9) 

第 6次発掘調査ではラ S1 

27竪穴住居跡以外の出土遺物

は小破片以外全く見るべきも

のがない。従ってここではラ

S 127から出土したものだけ

を取り上げる。須恵器蓋し

土師器護 1，茶褐色杯形土器

2である

護憲

S 127中央床面直上よりつ

まみを上にして押しつぶされ

た状態で出土した蓋である。

口縁径 16.8clll， 4.2C7Tlを

る。外縁部は外折し平端面

をつくり端縁において内湾す

る。口縁部内側は，かえりに

似たっくりであり， rlJのせま

L、平坦部をつくってレる。体

部はやや内湾気味に立ち上が

り天井部ではそれが著しく，

中央でやや内側に下がる。天

井部上面は右回転へラケズリ

第吉密 S 127 出土遺物

4 

M 

が施され， f本部も含めて内外共にロクロ痕が顕著である。つまみは高さ約 1CIIl， 径 2.3cIIlの宝

珠状つまみ類似のものである。色調はいわゆる青灰色の須恵器色で， I二i 縁端部は白球~lh iJミかか

りやや黒味を帯びる。内面はシモフリのような灰白也を呈する。全体に細かな砂粒を含み，焼

成はしっかりしているが，つまみだけは黄灰色を呈L，なまやけのような感じを受ける。

橘色土器

2と3は2を上にして S127カマド中央より って した杯、で、ある。 2は，二次的な火

熱を受け内外共赤褐色 る杯である。 1=1縁径10.5cIII， 4c川底面径6.7C711を計る。

)ま部切り離しは回転へラ切りで底部に一部その痕跡を留めるが，大部分はていねいなへラミガ

キが施され，なめらかな丸底風を呈する。底部から体部一下半にかけても，ていねいなへラミガ

16 -



キによりなめらかで明確な陵はなさない。外面体部中央までと内市には右回転のロク lコ

る。口縁端部はほぼ直線的に丸くおさめている。胎土には細かい砂粒を多く含み，現在はもろ

L 、。 3は杯 2の下になり，重なり

CI1I ， 4. 25clII， 4.5cill 

状をなす。体部は底部より

た状態で、カマド中央より出土した杯で、ある。口縁径12.9

るn 底部は回転糸切り離しで，中央部のややくぼむ上げ嵐

に立ち上がり口縁部でやや外反する。内面及び外面にはロ

ケロ痕をあまり残さず句ていねL、な十 を施しである。口縁端より外国で 0.6仁川 内面で

。‘ 4Clll下に る。 立高音1)は丸くおさめられている。 ロクロ

色調は部分的 には砂粒を多く含みp 焼成は良い。

土師

4はS127カマド中央部焼土 l~仏カマド北感外{~JJ付け根，貯蔵穴ピット底面より出土したそ

れぞれの破片が接合し

り 。外商には 1

であるリ現存高 9.0C7II， 胸部最大rhは22c7Ilを計る(注

巾4~ 5 Clll，長さ 4 Clll前後で10，....14本の条の平行タタキ自が不定方向

る。内面は外面タタキ目と同規模程度でヲ 10本前後の条を持つゆるいU字形のアテ板痕が

あり，その間に処々カキ自が施されている。このカキ目は底面より 5CIII以下にはなく，上に行

くほど多くなる(注 2)。内田高さ 9Clllのところに 2本の沈線が横位に見られるが，全面に回

るか否かわからな L、。外出底部より高さ 3，_. 4 ClIlにかけニ次的火熱を受けた痕跡があり，その

上方にはスス状の付着物が見られる。胎土には細かL、ものから径 2州前後までの砂粒を多く

む2 し 茶 褐 色

第 6i失調査における外郭

暗渠による撹乱等が激しくラ

るc

る地域は，前述のように後世の耕地整理による

遺物共にほとん てし、ないことが明らかと

なった。その中にあって， S 127思穴住居跡だけは上部を削リ取られながらもその概絡を抱え

ることのできた唯一のものである。しかもこれが，払田柵にとっては最初の照穴住居跡の発見

例であり，その点から をひくむその内存に/)いて とおりでラ他の遺跡の奈良~

と大差はなL、。しかし，本住居跡ではカマド煙道部が発見されなかった。

もちろん削士によってけずられたものであろうが，現存のカマド{日H壁等から判断するならば，

煙道部はやや高い位置に取り付けられていた可能性がある。

カマド燃焼部中央より，褐色の杯 2個体が底部を上にして重なって した。ま (!) 

出土{列を見ない払田柵にあっては，カマド支脚に杯の転用も十分に考えられるところである。

しかし，上になっていた杯が完形品の須恵器であった可能性とも考えあわせるならばヲ単にそ

のj:IJ能性の指摘に止め，この後の例を待ちたいと考える

また，外郭西内とこの住居跡の位寵関係を見るならば，本住居跡;は外郭西pq東北東10m前後

- 17 -



にある。しかも後述するように外郭線存在の時期と大差ない時期のものと考えられることから

すれば，一般的な竪穴住居跡なのか西門に付随したそれなのか，んし、 あるところであ

令。

竪穴住居跡カマド内出土の二次的加熱を受けた赤褐色の杯は，その器形，成形技法等からし

て，須恵器である可能性が強い(注 3)。しかし，底部から体部下半にかけては，細かいてい

ねいなヨコ方向のへラミガキが施されており，類例を待ちたL、と思う。丸底の土師器斐とした

土器には，外面，平行タタキ目，内面，ゆるやかなU字形アテ板痕とカキ目が残っている。同

例の土器は秋田城第17次調査でも出土しており(注 4)，他の遺跡でも若干類例があるようで

ある。地域的分布，年代，土師器斐に占める割合については今後に待ちたい。

最後に， S 127竪穴住居跡の年代についてであるが，その形態，伴出土器ー位置等から考え

合わせると， 9世紀前半ころに位置するものと考えられ，それは外郭擦の時期とも一致する。

注1 秋田城第17次調査でも同じような土師器斐が出土している。器高は43clIl， 口径21cIIlで、ある。本土器

も大体そのような形になるであろうが，前者が長胴の砲弾形をなすのに対し胴部がそれよりは少し

丸くなるものであろう。

注2 注 iに掲げた秋問城出土土器におし、ては，内外面共にタタキ目 3 アチ板肢はi肖さ 16cIII前後で、なくな

1) ，その上方はカキ日となる。本土器も大体同じと者えられる。

注3 文化庁岡田茂弘氏，秋田域小松氏等から指摘された。筆者-もそのように考える。

注4 注1，2に同じ。

VI第 7 次発掘調査

1 調査経過

第 7次発掘調査は{山北町払出字仲谷地62-1， 62-2番地内，調査面積500J/l (151坪)を発

掘した。当地域、は第 1次発掘調査 (1昭和 5年)におし、て外郭南門跡が確認され，すでに町有地

となって U、る。本調査は①外郭南門跡の位置と構造および創建年代の推定・再建の有無，号外

郭線(角材亨11)の構造と 1-.T子13構造の推定，ヨ)外郭南門跡;を中心とした関連施設の究明などを明

らかにするため計画した。

昭和50年10月 9[J ~ 12日まで測量原点 CAio.23)から調査l主に担11最原点の移動，発:J:J.tl医岡設

定および器材の搬入をおこなった。 13rミiから耕作土 f表 1)の除去を開始したところ，外郭南

門跡の南側にいくつかの落ち込み (SK50， 51)や昭和 5年以降の井戸掘跡 (SX54)など，

後世の撹乱と共に，外南FrJ踊;(S B 57)の門柱が雄姿をあらわし始めた。 17日には門柱12本

18 
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が確認され，第 l次発掘調査以後の保存状態が良好であることがわかった。昭和 6年の国指定

後当時の高梨村は，外郭南門跡を中心に 20811fの土地を買い上げて保存策をこうじてきたG そ

して，北西コーナ…門柱の北側に井戸を掘り，湧水を常時流していたらしく門柱聞に溝(東西

3本多西側円柱においては南北 1本)を巡らし歩清水が流れていた状態が最近までつづいてし、

たらしい。近年になってラ湧7](も止まりラゴミ捨て場と化していた。それにもかかわらずタ 45

年ぶりに再発掘してみた姿は，ほとんど変犯していなかった。この45年間の証言は今後の木材

の保存策をこうずるうえで貴重な例証となった。(図版13)門柱の確認とともに小さなピット

列が確認され，さらに， S B57の西ラ北側に溝 (SD61 • 63)が廻ることがわかった。この間，

(S K62)ラ角材列 (SA58)など発見され歩 SA58をはさんだ南北を精査したが，上部

構造を推測する手がかりを得ることはできなかった。発椀区を FEラインまで拡張し，発掘範

|現を北fHiJにひろげていったところ， F E66グリッ!ごにおいてラ土~J.t (S K60)を発見し第 4号

木簡(嘉祥 2年銘木簡)を発見したのは， 10月23日午後 4時15分であった。 SK60の精査は11

月3日まで続いた。合計 5点の木簡を検出した。 11月 4日から，遺構の確認に入り全面的見な

おし調査を始め， 11月初日まで行なった。 11月11日に写真撮影を行なった。 11月11日， 12日第

5回顧問会議が開かれヲ新野直吉，氏家和典両氏から適切な掛i指導・助言を受けた。 11月15日

現地説明会を開き，約50名の参加者があった。 11月13日から遺り方を設定しラ 12月 1日まで計

測を実施した。 12月 2日から11日まで埋め戻しをおこなし、ラ 12日の現場引き上げは大雪であ

ったの

遺 構 (第10.11図，凶版10• 11 . 12) 

本調査で検出した遺構は，掘立柱建物liOF1，角材列 1.

土拡助;9，柱列跡 2，柱穴群 1，その他である。

(1) SB57外郭南門跡.SA68， 69桂弼跡.SA70， 

穴群

3問x2 ~自の掘立柱構造の八脚門である。 S B57 

7の門柱はすでに抜き取られ動It、た位置にあるが抜き跡

は確認された。柱開平均距離は桁行9.17 7ll (2.76十3.56十

2.85) ，梁行6.69m(3.31十3.38)であり ，30cIll強を 1尺 第12図 S 857-8門柱断面図

とした計画尺による桁行30尺 (9+]2十 9)梁行22尺 (11

十11)の建物と考えられる。 1

の丸柱， 外側は手斧など鋭利

30. 5cIIl である。門柱は直径約 55~65clIl で平均 6 1. 37cJ/I 

4 ~4. 5C71l rhに面取りされ， 底面横に筏穴(目途穴)

がある。掘方は大きさ約1.35 x 1. 32--1. 67 x 1. 8771で平均1.56 x 1. 51111の方形ないし長方形，

深さは約1.10--1. 15711の査地業である。掘方の埋土状態は青灰色粘土を主体に黒色土を混入さ

- 20ー
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せている。掘方底面は非常に国くヲたたきしめたのであろうか。礎板はなかったがきわめて丁

寧な仕事である(図版14)0 r''J柱と掘方の位置を観察してみると SB57桁行北側列の門柱位霞

は，掘方中央部よりもやや南側より，桁行南側列の門柱位置は，掘方中央部よりもやや北側に

寄っていることがわかる。これは門柱を建立する際の仕事の仕方と方向を示してし、るのであろ

う。 門柱材質はヲ広葉樹10C楢 5ヲセン(ハリギリ) 2，不明c1歯と思われる) 3 J針葉樹 2

ひ~ 2 Jである。この中で杉の年輪巾がヲ現在の人工林と同様に大きいことはラ I-LI里に近く標

前 に植生してし、たらしい。今後{文保地点の究明と}琵史的一定地域内の古代の

などを知る子がかりとなりそうである。建物の梁行方向は南北基線に対L，約

9度東に偏してし、る。雨落港は確認できなかった。

S A68， S A69は匂 SA69の北から 2番目の柱穴を除いて. S B57の梁行方向に並行する丸

柱列である。 SA68はSB57から1.99m，SA69は3.21mでSA68の柱間距離は北から1.57，

2. 35， 1. 34， 2. 13， 1. 20， 2. 68， 1. 66 J/lであり SA69は北側から 3.99， 1. 27， 2. 13， 1.29， 

2.59， 1. 661llである O 会々の柱間寸法は不一致で基準尺度もよくわからないが9 おおよそ東西

に対応する 4本単位のグループを認めることができる。

S A70，および北側の SA71の柱の位置は不規則ではあるがラ 4本単位を構成したところも

あり SA68・SA69と共通したところが認められる。これらの柱穴列群は同一時期の仕事と見

てさしっかえなL、かもしれなし、。このようなことからラ SA68 . 69およびSA70. 71はSB57 

されていることから， S B57建立以後の仕事であり， S B57に

直接かかわりをもつものと脅えた L、。当初，これらの遺構は，著作業のための足場的な柱列

りのための杭列 ③独立した単独η建築物 長後i止の補強工事などを想定したがラ②③

は:考えがたしむし とL寸範囲内におさまる施設と考えている G いずれにしても今後さ

らに潰構号尺!李筈を充分検討する必要があろう。

(2) 事告61溝跡 a 宰 D63;蕃顕l.事業部

S D61 . S D63は，本来i可ーの遺構と思われるが連結していないので便宜上分けてみた。

S D61は， S B57の北側東西方向に設けられ調査区の東側にまだ続いて L、る口規績は，上面

巾 1.00~0.55m ， J底面1[10.85~0. 45mである。

S D63は， S B57の西側南北基線とほぼ沿うようトニ走~. S B57の掘方が切断している。規

巾O.70~0. 601Jl， 底部巾O.55~0. 35 71lである。

S D61， 63の溝跡は，①SB57の南側には認められなかった。②SB57よりも古い遺構で、あ

る。③廃棄にあたって溝跡をおおうよう が覆っていたことがわかってし、

る。このよう の類似資料の知見がなし、ため，性格などについてわからないが，例えば，

S B57の建築の際の地制的なものなのであろうか。

S X53はSB57の南側にある落ち込みである。 南側は青灰色粘土を約23c7Il程切り込んで

円
〆
臼

円
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いる。西側は不明である。

S D61， 63と問ーの遺構と

は考えにくく時期も判断で

きなかった。

i lllll lii 
第13図 S A58 掘り方百壁断面図

(3) 本才到 e i i e i3箆 9 国接i

掘方 ?j:~導状でラ角材列はほぼ中央に据えられて1，、る。規:模は耕作土(表土〉下でラ巾約65c/Il

底面で約25~40C7J/ラ深さは約70c7Il である。角材断面は約31 x 27 ~25 x 21cl/lで平均27.5x 25. 8cJ/l 

の方形な L 、し長方形で，列方向〈東西〉に長いのが多 '0 角材の現長は約50~60C/ìì程である c

角材間隔はほぼ密接しているものもあるがタ 20~30c/Il と開くところもありラ

である。(後世の抜取りも考鹿さiltょう〕埋設の方法は9 摺状掘方のほ

1図)角材と掘方の向に木材片(板材等〉を11えに添えてJlJ¥、てヤるというものもある。角

材は丸太 1本加工 6，二つ割 2 四つ割 6などがありヲ丸太から角材への製材過紐は丸太の大

きさに合わせて縦割りした後，手斧位一i二げラ筏穴(目途穴〉のあるものもある。 SA58はヲ S

B57の掘り方を切っており， S B57を建ててからヲ SA58をつくうている

S K62は， S A58以前の遺構で上田ラ

自IJJ育が多く含まれていたの

輪郭も不規則 とは考えられな L

、、屯
E

，.，，，
d

a
A
-

r'e
‘旬、 民60土土産説I • 17密書留議i

S K60は努 SB57の北北西方合10Mのところにある約 2X 2 ><0. 

である。覆土中から，木簡を含む木器詩Jj片ラ径 O.5C:1/lの丸棒形木器ラ 植物の実〈オニグルミム

ヒメク、ソレミ 3，モモ 2， ウ メ (?) 2ラ トチノキ 3ラ不明 3など)およ

出土している。覆土と出土遺物の状況観察によれば 5ラ 6のグループに分けられそうであるがラ

日常的・短期間の利用廃棄の場所と考えたい。

S K64は SK60の東側で約3.30x2. 20xO.101ll程の土拡で，木器出IJ片数点が見られたにすぎ

なし、。

(5) ~童文52 . ~事 X54

S X52・SX54は，昭和 5年以後の作業である。 SX52は，

こ~/しにともなうものである。

りラ S X54は

- 23 



(6) 愚民50・富民51土拡跡

S K50は， S B57の南東方向にある落ちこみで，青灰色粘土約27cI/l程を切り込んでいる。

S K51は， S B57の南方向にある落ちこみで?やはり青灰色粘土約 9Ci1l程を切り込んでいる。

S K50・51地点は SB57の南正面入口にあたる場所であるが規模状況から，堀などというも

のは想定できなかったが，将来この地点からラ南側の発掘が必要であるだろう。

物

本調査では土師器9 須恵器，いわゆる須恵系赤褐

代の土器 a 石器と木簡が出土している。

とわずかに平瓦@中世陶器 e 縄文時

(1) 民的出 (第14函，図版18)

土師 器

杯形土器 (1)は明赤褐色で胎土砂焼成ともに良好である。回転糸切り後底面から口縁部にか

けて体部へラ削りの再調整をほどこしている。 J直径は口径比0.47である。護形土器(2 '""-' 5 ) 

は明掲色で，紐巻き上げ毎 日Pきしめ・ロクロ調整後，体部内 m 外部に見IJ毛田あるいはへラ削り

のあるものが多い。砂粒の混入が多くヲ弘i二の付着しているものが多い。 5は長胴護の底部で体

部下半にrt1. 4clIlのロクロ調整痕があれ糸切り底である。この他ラ杯形土器の底部切り離し

手法のわかるものは 9 へ弓切り 2，糸切り 1である。また内黒の土師器は 5片ある。

はすべて糸切りである。

須恵器

杯形土器((j ，ア〉 で胎土舎焼成ともに良好で、ある。ロクロ調整後の切り離しはラ

6が~ラ切りと思われる丸rt去をもちラ 7が糸切りである。

である。体部外面に墨書痕のあるもの 1点あるが読めないο

民60以外的出 (第15 16図?図版18)

それぞれr日後比0，62.0，48 

おおよその比率は土自li器70%.須恵器20%. いわゆる須恵系赤褐色土器10%であ

るH この中で FE67出土(8， 10， 14， 25， 26， 29) とFE68出土(9， 16ヲ18ヲ28，31)は

と考えてよいだろう。また， 17はSA58， ]3はSK62， 22はSA 71 ( pit 21の使用後の思

土中〉から !::]j土している。この他， S B57掘方内から，内黒のこ1:師器 1片，須恵、器 1片いずれ

も糸切り底である。そういえば，黒色処理された士郎器の良好な資料にめぐまれていないのに

気がつく。

土師 器

杯形土器(8)は明褐色で、砂粒の滋入が多く，糸切り離し なし、。底径は 1:::1径比0.41

- 24-
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M 

第14図 S K60 出土土器

で， 1:本部外国の立ち上がりのカーブ~t;~特長的で、ある。この他杯形土器の内長14のもの 8 ヲ底部切

り離しのわかるものはすべて糸切りであうた。

(25~31) はできるだけ復元してみたむ製作工程は組:巻上げ. pnきしめ e ロク口調

整@刷毛自か、ヘラ削り調整というのが一般的である。小形 (25-27) ，大形 (28~~31) のも

の，口縁部と最大幅の位置に特長があるものが多心いくつかのタイプに分けられそうである

が資料の増加を持ちた L、。底部は平底で糸切り/である。

護 憲 器

杯形土器 (9-12) 9・10は底部切り離しは糸切りで， Jま径の口径比 0.4である。 10・12は

~ラ切りで底径の口径比O.62である。杯形土器の底部55のうち，糸切り 36，ヘラ切り 19で，底

径の平均はそれぞれ5.8CJIl， 7.2cJ/lである。

高台付杯形土器の13・21はへラ切り後， 14は糸切り後高台を付している。

15は短形瓶で， 16は瓶の体下半部であろう。高台の付く土器で、糸切りのもの (14，16--19) 

ヘラ切りのもの(13，20，.._，23) とがある。

をみると①台部からそのまま体部が立ちあがるもの (17-19)②台部内端部がわ

-25 
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第15国第7次発掘調査出土土器
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第16函 第7次発掘調査出土土器
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ずかに浮き上って台部内側に稜

をもつもの (20-23)③高台か

ら体部にかけて，わずかに張り

出し(13，21)あるいはゆるや

かに立ちょがるもの (20，23) 

などがある。 さも 5!1lI1l 

以上のものと以下のものと

けられそうである。

高台の底面内iJUJに墨痕のある

もの(14，17)がありラ墨査あ

るいは在誌として転用したもので

あろう。

瓦

6点出土してし、る。ャ

ずれも小破片で，内面は布目，

外面は無文のものと格子自の叩

き痕のあるものとがあるの

中世陶器

17は青灰色の須恵器質で， Iこl層部内側

P第 6号木簡

A~- A
 

1M 

第17図 5 K60 実測図

による波状文をめぐらしラ器内に在日し自を

施したスリ鉢である。珠洲焼にみられるものであろう。

(3) 木 簡 18図，図版16. 17) 

一傾向叫

〔合力J L束 iJJ 
口三千八百jlll2f1口 I

さ23. 巾2. L享さ0.52Cl/lo

折損面はすでに腐蝕がはげしく，

と考えてよい。 上半部の「祥 ~

が 2字分ほど間のびした感じ

〔充力]

イ-1=1下希在日紀

CI!3z:iJ J C二り〕
口了正月

柾目。現状では 2つの断片となっており，

には接合できないが，材質及び内容などから同ーのもの

は，字問を詰めて書いている。ただ，

てし、ることが自立っている。稲の単位は

の字のみ

と判断さ

れる。その「束J 以下は，木簡の本来の面が失われているため られる程度である。

〔取ヵ〕

了だけが比較的細く

小さ

日付は， やや左よりに他に比してーまわり

ている。したがって，のちに述べるその内容と併せ考えても， γ 

〔取ヵ]

口

- 28 



([ff[j]J]]]J 

r直面-_-_戸~ーー一 一旬、

第18図木簡実測図
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〔ニヵ〕

了正月十口」は呉筆と判断される

六月廿
表号告第 如件

{良粟

〔強ヵ〕

直

長さ7.16cz九巾3.llcl/l。惇さO.22cl/l。両端とも折損しておし原形は判明しなレ。;柾目板し

〔強力〕は異体字の をF百し、てし、るようである。

第号号九月

削屑。柾目

第 7号.9 iまともに自iJ)青。材質も第 8号とi司じ。 2点とも， められる程度である。

察考

(1) 外郭南門跡をめぐる若干の問題

{季 第 1次発掘調査の測量図によれば，外郭北門跡.F'''l郭北門跡 e外郭市内跡は一直線に並

んでいる。このうち外郭北門跡は壊滅してその痕跡さえ把握することは不可能である。もっと

も内郭南門跡が不明のままでは心もとなし近い将来必らず解明されねばならない。

S B57の南北基準線は，南北基録〔真北より N4051'46ηW)よりおおよそNgOEである。 S

BOlとSB02の南北基準線は南北基線に対しておおよそN2e30'W，No
o
40'Eである。この数

字だけでは SB57はSB02との方が角度のふれは小さし、ことになる。また， S B01， 02とSB

57の底線方向はN3
0

Eで直線距離はおおよそ 489m， 490. 7 mで約163，尺となろう。これらの方

よび距離は概数であるので，将来正確な数字で考察したし

道路 a 道路側溝等区間違構域i輸相Htにおいては内郭南門跡と外郭市内跡とを結ぶ道路お

よび&!J溝がわかうている。多賀城跡にお L、ても外郭東門跡と道路との関係が明らかにな勺てい

る。当遺跡の第 6次発掘調査においては，外事fH@FlIj跡から直線10m程の真東地域を調査したが歩

道路巾を規定するような遺構はなかった。第 7次調査の外部南門跡においても向様な結果で、あ

った。第 7次調査区においては古代の遺構面が，およそ10clIl程削り取られているし，第 6次調

査区においてもほぼ同じ位指IJ土されているのであろうか。正確なことは解明できなかった。

③ S K60との関連において S K60から外部南門跡まで距離にして約10mである。 SK60 

を日常的・短期間の利用廃棄と前述したが，このことは④木簡とともに出土した土器の絶対年

代を決定しうる⑨払田遺跡は官街施設としての性格を一段と深めたことは特記してよいであろ

うc 第 1に考吉学上の土器編年は相対年代であるわけで， S K60の遺物が絶対年代の位置を確

実にした意味は大きい。具体的には，東北地方における土師器のロクロの導入時期をめぐって，

30 -



さまざまな学説が紹介されてきた。 SK60から「糸切り底」をもった土器の発見によって， 9 

世紀qJ葉にはロクロが存在し， 9世紀前半までさかのぼることが確実になったことである。こ

のことは S127出土一括遺物においても充分配慮されねばならないことである。第 2に木簡が，

(出羽田府?)から下級官街(払田遺跡〉に下されたものであるラ と¥、う仮説が成立

するとすればこれは役所と L、う施設が機能していたことを裏づけてい ξ。それ以前

在してし、たことは当然であろう。従って， は， 9 紀前半 していたことに

なる A

外郭線・角材列について 外郭線のトー屋建築物を想定する何らか

を払ったがp 結果として角材列だけが残ったο 角材列は宅(お築地のJ心にあたる基礎地業で

ある。{き)築地の土留め的施設で、ある。の板損:的施設であるなどと仮説を立てたがラ

ることは不可能でのと想定している。角材列 (SA58)はSAOl--03の考察(第 3次発掘調査〉

でも述べたように地[-.数メートルに達するバリケ…ド状のものとは考え難い。もっとも， SA 

58の埋設方法等については，当地点が第 1次発掘調査地域内であれ今後良好な地点での観察

が必要であること しておきたい。

(2) 木簡

4 . 5うj-

は ffiちの日紀

2年 (849)の年紀をもっ木簡で、ある。 1嘉祥ニ年正月十日 J

にli'lJじ)の1=1f寸である。ここで古代の r日紀J の用例をあげておく(注 1)。

1喝

犯用米l珪拾糾参斗

以

尺一為ν 端

芸引軒]干:~柄1将号ιV 内。 盗

つまりラこの「日紀 j の !jcJ や'IJからも~

巻81 .:iL弾雑事延喜16年 7月 3日)

I-_殺の役所から F殺の役所に稲が下される

私受取犯用之過し

充
[探に毎日IJえた日紀であると*1]1折できと。 J 2年の年料すなわち予算であろう。

の下は木簡の本来のfJ百が失われてし、として稲の束数が記されている。

るため，以--，ごの意味は判然としない。

しかし，少なくとも，以上から， 2年正月初日に年料稲 3.834束を上級の役所(おそら

く出羽国府)から， 1払田柵J に下されたことは明らかである。さらに， 1 

O[jz;J;J 
口了正月

〔ニバ
十口 J は払田 tll&で年~q，稲 し とその日付‘ しfこものと ら~/しる。このことから，
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日付を他に比して小さく記してし、る意味も明白になる。

ところで，年料3，834束の数量につし、て，若干検討を加えておきたい。

稲3，834束は米に換算すれば， 191石 7斗に相当する(稲 1束=米 5f十)。出羽国におし、て，

乗稲を出挙し，その利稲を雑用支出にあてている例があるので，参考までに紹介しておきたいo

f類来三代格J弘仁 5年正月 15日官符によれば，出羽田では，乗稲37，500束を 3害IJの利率で出

挙し，利稲 11，320束を得た。その手rj稲を出羽国の健児 100人根にあてている。つまり，人別日

3把 2分で年中料稲11，320束を計上しているのである。

さらに，この稲数の規模を正税帳と照しあわせてみたし、。天平 3年(731) 2月26日付の

r越前国正税帳』は前年(天平 2年)の「収納正税穀井穎稲雑用J を報告している。ここで，

特に関連するのは，各郡の雑用稲である(注 2)その雑用稲の支出額は，円生郡 (4.625東)， 

〔充i，J 
坂井郡 (1，120束)，江沼郡(1，700束)となっている。木簡の「口年料-一一lは用途(支出料自

jが特に記されていなし、点から，何か特定のものの年料か，予算総額かとも考えられるσ そし

て，木簡の年料の数値 (3，834束)は大体，令制の 1君1)の雑用支出額lこ相当するとし、える。た

だし， 8世紀前半の正悦11長との比較である点から，あくまでも，参考程度に止めておくことに

する。

この文書木簡から，まず，上級の役所が下級の役所に年料稲を下したことがわかる。

また，その際に，日記が副えられている。また，その年料稲を受け取った役所は受領した事と

その日付を日記に書き加えている。このことは，地方官街における木簡の用途を知る上でも，

きわめて重要な意味を有するといえる。

第 6号 第 4・5号と同様に文書木簡と思われる。断片であるので，その内容を知ることは

できなヤが，ただ I{民莱ーIに注目しなければならな L、。この仮莱という熟語ーは管見の限りでは，

古代の文献史料には見当らなし、が， 1仮」には「かりるJ または「かす」の語義がある。 1仮

借 I 1仮貸」などの用法があるので(注 3)，おそらく， i反貸の粟，仮借の粟とし、う意味かと

思われる O ところで， 門医粟J という語が古代の文献史料には見えないが，用例がなし、わけで

はなし、。 r日本総国風土記Jという書物に， I{段架」の語が頻出する。次にその 1伊!を示す。

日本惣国風土記第百四

陸奥国名取郡

指賀庄公穀六百七十二束三毛田

{良粟五百六十五束 三字国

〔内閣文庫本(文化13年伴信友写)J 

この「日本総国風土記Jは体裁を全体的には古代の風土記に似せてし、るものの，記載内容形

式の点から，偽書であることはすでに定説となってし、る(注 4)。江戸時代の国学者中山信名

- 32-



(1787 ~ 1836)によれば， u日本総国風土記Jは東山院の時 (1687--1708)に偽作されたと推

定してし、る(注 5)。しかし，この書物そのものが偽作であっても，こうした用語まで偽作し

たと考える必要はなかろう。まして，吉代の文献史料には見えないが，今度，出土した木簡に

「伎粟J の語が明確に存するのであるから，両者を対応させれば，あらためて， 門医粟J の意

義が注目に値するものとし、えよう。

以上.今回出土の木簡はわずか 5点(うちfjlj)丙3点)ながらヲ内容的にはきわめて興味ある

ものである。先に述べたように木簡の用途を考えるよでも き¥.， -， 0 内容的には第 4 • 5 

， 6号の木簡は，地方官街財政の構造及びその運用を知る上で，重要な手がかりを与えるも

のであろう。

注1 もう 1{7"uあげるならば『延喜陰陽寮式』天文奏条に p 凡天文博士。常守観供。毎レ有二変異ー。

日記進レ寮。寮頭即共勘免10 密封奏開。其日記者σ 力日二署封-;1差二中務省一。令レ11付ニ内記-0 と

ある。

i主2 井上辰雄氏「大倭国正税!援をめぐる諸問題J (IF正税!慌の研究』昭和42年)によればp 天平 2

年度大倭軍の蓄積稲をみても，穀は頴稲の16.7倍に及び，圧倒的に多いコすなわち p もっぱら

穀の蓄積に留意し，なるべく頴稲を支出稲にふりむけていると L寸。

注3 if良貸Jの l倒をあげればョ 『日本後紀』延暦23年 (804) 5月丙申条に，摂津田言。額歳不v

登。百姓乏レ食。加以春夏71<害。資:f:良亦章。伏請正税ニ万束。fI晃二貸貧民一。

許レ之。

なお，昭和45年の大宰府史跡;第 4次発掘調査(政庁中軸線、から西へ約300mの地点)の南北溝出土

木簡のうちに i八旧!?♂親探人員 -R番 号 制 一 (IF大宰府史跡一第 4次発掘調査

概要-JJ1970年)とある。 i貸稲Jに加えて安 打~n口町口i も，さきの í ~I 紀 J との関連にお

し、てもフ注討されよう。

関(平)ll1荷「弁日本総l君臨土記J (栗田‘軍縮『古風土記逸文附録』所収 3 明治31年刊)など

が長るο

注5 i前後風土記概論の弁J (文化12<1815>年， 所収)。
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VK第 8 次発掘調 査

1 調査経過

第 8次発掘調査は仙北町払問字真山27--3ラ28-2番地歩調査対象面積3301llのうち17511l発

掘した。本調査は flLJ北町が円山北町歴史民俗資料館J 建設工事に伴なう予備調査として計図し

たものである。当地域:土真山の南東端に近く，南の張り出した所を含む南西の斜面で，標高約

39~42 mに位置している。昭和50年 9月23日に測量原点を移動しラ 9月24日から傾斜地の地形

に沿う様に東 e 北 g 西の 3トレンチを設け，その後中央グリッドの拡張区を設定しラ 10月 3日

まで発掘多 10月11日までに計測を実施したの

2 発見遺構 (第19関・図版19)

本調査で、検出した遺構は「その他 7であるu

(1) 事支給

J A23書 25及びJB 25 . 26付近において北側斜面を約 1m程再IJり出 L，底面で約2.5~3. 8m 

の平坦面がある。平担函は東から西へ向かつてゆるく傾斜し，東西両端では約50c7Ilの高低差が

ある。 JB25 . 26には石が多く，北側の斜面中にも石抜痕がある JA23には幅40，....，60clIIヲ高

さ10c7Ilで帯状に地山が残されている。覆土は赤褐色土ヲ どである o ~t トレンチ

端にこの遺構の一部が見られるが西トレンチでは発見できなかった。

(2) 童文科

当初 1T27及びJA27陸fj-面において確認され，追跡したものである。地山北側斜面を約1.6

m程削り LUし，底面は平担である。東側壁には壁に向かつて 3{I回の穴が掘り込まれている。

土は埋土らしくラ黒色土ラ福色士今黄色ローム今大小の角擦などが層をなし，西トレンチでは

より全くの撹乱層となってし、る O この遺構は SX43の平坦面を切って作られており， s X 

43より新しいものと思われる。

(3) 器 X45

J B23・JC23の平坦面に径20~45C7Il のピット 7 が見つかっている。西端のピット

C11l，深さ55CJIl， ほぽ垂直な掘り方の中に柱痕跡が明瞭で，柱は直径20clIl前後の丸柱と推定され

る。
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(4) 器 X46

J D22にほぼ南北に走る 11届40cm. 深さ 20~30clIl ヲ長さ 3. 30Clllの溝が見られる。溝中には径10

~20Clll の石が数個入っているG

(5) SX47 

J B64， J C64に直径約20~30c7ll のピット 6 が見つかっている。

(6) 霊X48

J A25 . 26にある石でヲ自然石として当初かち存在したものと 9 落石など 2次的なものとが

ある。大きいもので長径 11Jl， 短径90clIlのものがある。

(7) 事X49

J B 23 • 24の地山平坦面を土泣状に掘り下げた中に， 1辺が約 1111程の方形の石がある。土

拡状遺構は石の下に及んでいるので，この遺構を掘った後，石を据えたものらしい。

3 出土遺物

S X44内ラ理士の中から q 須恵器，須恵系土器ラ数片が出土してし、る G

4 考 察

S X44は近年の陶器，ガラス片などの出土や，著しし、撹乱状態などから，近年の構築の

様に思われる。 SX43はこうした状態にはなく， S X44と同一時期の所産ではなし、と考えられ

る。が，決めてとなる出土遺物もなく，性格，構築年代につレては不明である。この遺構は北

トレンチ東端に連続するらしくヲさらに東へ延びていることが予想される。

S X45 S X47のピットは， 規模，深さなどの観察から，規則性に乏しくラ同一

i時期の仕事とは思えなかった。

③ 当地域は旧池田分家の敷地内で，大正年間初期に庭園・土手造成及び樹木植栽がなされ

た所である。また，第 2次大戦時における防空壕などの施設が造られている。こうした状況か

ら，本調査で発見された「その他」の遺構は，これら によるものがあるかも知れない。
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VBI調査成果の普及と関連活動

1 現地説明会の開催

昭和50年11月15日

第 7次発掘調査について 船木義勝，畠山憲司

2 諸団体主催講演会等への協力

|月日~の名称!題 目 1 講師|主 催 者

7.161大曲市高令者学級 !払田中冊にっし、て!船木義勝|大曲市生涯教育推進センタ-

8. 41拓本講習会 i拓本のとりかた i船木義勝 l秋田県教職員関係職員互助会

8.271全県体育指導者講習会 l払田柵について!畠山憲司|仙北町中学校

9.41 9月定例会 i払田柵の歴史 i船木義勝|大曲市小中学校長会

11. 211 11月定例会

2.101教頭研修会

2.201仙北町高令者学級

2.201月例会

払田柵の現況 i船木義勝 l角間川の歴史を語る会

大曲周辺のむか i船木義勝!大曲市小中学校教頭会

しと払田柵

むかしの払田柵!船木義勝|仙北町公民館

払田柵の歴史 |船木義勝 I~金堀部落老人クラブ

3 発掘調査への協力

(1) 谷地中館遺跡

所在地 秋田県北秋田郡比内町谷地中

期日昭和51年 3日22--30日

調査主体 比内町教育委員会

協力所員 畠山憲司，船木義勝，小玉準，小松昭雄
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